
第
六
十
八
条
の
十
六
第
一
項
の
表
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
適
合
製
品
の
開
発
及
び
製
造
を

行
う
事
業
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
に

規
定
す
る
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
う
ち
永
続
的
に

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
（
以

下
こ
の
号
に
お
い
て
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
」

と
い
う
。）か
ら
電
気
若
し
く
は
熱
を
得
る
た
め
若
し

く
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
か
ら
燃
料
を
製
造
す

る
た
め
の
機
械
そ
の
他
の
減
価
償
却
資
産
（
以
下
こ

の
号
に
お
い
て「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
資
産
」

と
い
う
。）の
う
ち
太
陽
光
若
し
く
は
風
力
以
外
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
利
用
に
資
す
る
も
の
又
は

主
と
し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
資
産
と
と
も

に
使
用
す
る
た
め
の
機
械
そ
の
他
の
減
価
償
却
資
産

で
当
該
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
資
産
の
持
続
的

な
利
用
に
資
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の

（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
設
備
等
」
と
い
う
。）を
国
内
に
あ
る
事
業
の
用

に
供
す
る
連
結
法
人
（
電
気
事
業
法
第
二
条
第
一
項

第
九
号
に
規
定
す
る
一
般
送
配
電
事
業
者
に
該
当
す

る
連
結
法
人
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
連
結
法
人
に

該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）

当
該
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
設
備
等

百
分
の
二
十

平成年月日 土曜日 (号外特第号)官 報

第
六
十
八
条
の
十
七
第
二
項
中
「
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成

三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
」
に
改
め
、「
港
湾
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
三
十

一
号
）
附
則
第
一
条
第
二
号
に
定
め
る
日
か
ら
」
を
削
り
、「
行
つ
た
日
」
の
下
に
「
か
ら
同
日
」
を
加
え
、「（
港
湾

法
」
を「（
同
法
」
に
、「
百
分
の
二
十
」
を
「
百
分
の
十
八
（
港
湾
法
第
三
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
港
湾
隣
接
地

域
の
う
ち
同
法
第
五
十
五
条
の
三
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
緊
急
確
保
航
路
に
隣
接
す
る
同
法
第
二
条
第
三
項
に
規

定
す
る
港
湾
区
域
に
隣
接
す
る
地
域
内
に
お
い
て
取
得
又
は
建
設
を
し
た
当
該
技
術
基
準
適
合
施
設
に
つ
い
て
は
、

百
分
の
二
十
二
）」に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
二
十
六
の
見
出
し
を「（
情
報
流
通
円
滑
化
設
備
の
特
別
償
却
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
の
実

施
」
を「（
同
号
に
規
定
す
る
特
定
電
気
通
信
設
備
の
う
ち
特
定
の
地
域
に
お
け
る
情
報
の
円
滑
な
流
通
の
確
保
に
特

に
資
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
設
置
し
て
行
う
も
の
に
限
る
。）の
実
施
」
に
、「
平
成
二
十
五
年
四
月

一
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
」
に
、「
情
報
の
円
滑
な
流
通
の
確
保
に
資
す
る
も
の
と
し
て
」
を
「
当
該
」
に
、「「
特
定
電
気
通
信
設
備
」を「「
情

報
流
通
円
滑
化
設
備
」
に
、「
特
定
電
気
通
信
設
備
を
」
を
「
情
報
流
通
円
滑
化
設
備
を
」
に
、「
特
定
電
気
通
信
設
備

の
」
を
「
情
報
流
通
円
滑
化
設
備
の
」
に
、「
百
分
の
十
」
を
「
百
分
の
十
五
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
三
十
一
第
一
項
中
「
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改

め
、
同
項
第
三
号
イ
中
「
百
分
の
五
十
」
を
「
百
分
の
五
十
五
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
三
号
中
「
身
体
障
害
者

又
は
知
的
障
害
者
で
あ
る
短
時
間
労
働
者
」
を
「
対
象
障
害
者
で
あ
る
短
時
間
労
働
者
」
に
、「
、
同
条
第
五
項
」
を

「
及
び
同
条
第
五
項
」
に
改
め
、「
及
び
同
法
第
七
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
精
神
障
害
者
で
あ
る
短
時
間
労
働
者

（
次
号
に
お
い
て
「
精
神
障
害
者
で
あ
る
短
時
間
労
働
者
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、
同
項
第
四
号
中
「
、
身
体
障
害

者
又
は
知
的
障
害
者
で
あ
る
短
時
間
労
働
者
及
び
精
神
障
害
者
で
あ
る
短
時
間
労
働
者
」
を
「
及
び
対
象
障
害
者
で

あ
る
短
時
間
労
働
者
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
第
六
十
九
条
」
を
「
第
三
十
七
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
三
十
三
を
削
る
。

第
六
十
八
条
の
三
十
四
第
二
項
中
「
第
四
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を

第
六
十
八
条
の
三
十
三
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
企
業
主
導
型
保
育
施
設
用
資
産
の
割
増
償
却
）

第
六
十
八
条
の
三
十
四

連
結
親
法
人
又
は
当
該
連
結
親
法
人
に
よ
る
連
結
完
全
支
配
関
係
に
あ
る
連
結
子
法
人

が
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
五

十
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
施
設
の
う
ち
児
童
福
祉
法
第
六
条
の
三
第
十
二
項
に
規
定
す
る
業
務
（
以
下
こ

の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
保
育
事
業
」
と
い
う
。）を
目
的
と
す
る
も
の（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て「
事

業
所
内
保
育
施
設
」
と
い
う
。）の
新
設
又
は
増
設
を
す
る
場
合
（
そ
の
新
設
又
は
増
設
を
す
る
事
業
所
内
保
育
施

設
と
と
も
に
当
該
事
業
所
内
保
育
施
設
に
お
け
る
保
育
事
業
の
用
に
供
す
る
遊
戯
用
の
構
築
物
、
遊
戯
具
そ
の
他

の
政
令
で
定
め
る
減
価
償
却
資
産
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
幼
児
遊
戯
用
構
築
物
等
」
と
い
う
。）の
取
得
又
は

製
作
若
し
く
は
建
設
を
す
る
場
合
で
、
か
つ
、
当
該
事
業
所
内
保
育
施
設
に
つ
き
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
五

十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
助
成
を
行
う
事
業
に
係
る
助
成
金
の
交
付
を
受
け
る
場
合
に
限
る
。）に
お
い

て
、
当
該
新
設
若
し
く
は
増
設
に
係
る
事
業
所
内
保
育
施
設
を
構
成
す
る
建
物
及
び
そ
の
附
属
設
備
並
び
に
当
該

幼
児
遊
戯
用
構
築
物
等
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
企
業
主
導
型
保
育
施
設
用
資
産
」
と
い
う
。）で
そ

の
製
作
若
し
く
は
建
設
の
後
事
業
の
用
に
供
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
も
の
を
取
得
し
、
又
は
企
業
主
導
型
保
育
施
設

用
資
産
を
製
作
し
、
若
し
く
は
建
設
し
て
、
こ
れ
を
当
該
連
結
親
法
人
又
は
そ
の
連
結
子
法
人
の
保
育
事
業
の
用

に
供
し
た
と
き
（
所
有
権
移
転
外
リ
ー
ス
取
引
に
よ
り
取
得
し
た
当
該
企
業
主
導
型
保
育
施
設
用
資
産
を
そ
の
用

に
供
し
た
場
合
を
除
く
。）は
、
そ
の
用
に
供
し
た
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
供
用
日
」
と
い
う
。）以
後
三
年

以
内
の
日
を
含
む
各
連
結
事
業
年
度
の
当
該
企
業
主
導
型
保
育
施
設
用
資
産
の
償
却
限
度
額
は
、
供
用
日
以
後
三

年
以
内
（
次
項
に
お
い
て
「
供
用
期
間
」
と
い
う
。）で
そ
の
用
に
供
し
て
い
る
期
間
（
当
該
企
業
主
導
型
保
育
施

設
用
資
産
に
係
る
事
業
所
内
保
育
施
設
に
つ
き
当
該
助
成
を
行
う
事
業
に
係
る
助
成
金
で
財
務
省
令
で
定
め
る
も

の
の
交
付
を
受
け
る
期
間
に
限
る
。）に
限
り
、
法
人
税
法
第
八
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定

す
る
個
別
損
金
額
を
計
算
す
る
場
合
に
お
け
る
同
法
第
三
十
一
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
（
第
六
十
八
条
の

四
十
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
同
条
の
規
定
を
含
む
。）に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
企
業
主
導
型
保
育
施

設
用
資
産
の
普
通
償
却
限
度
額
（
第
六
十
八
条
の
四
十
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
同
条
第
一
項
又
は

第
四
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
金
額
）
と
特
別
償
却
限
度
額
（
当
該
普
通
償
却
限
度
額
の
百
分
の
十
二
（
建

物
及
び
そ
の
附
属
設
備
並
び
に
構
築
物
に
つ
い
て
は
、
百
分
の
十
五
）
に
相
当
す
る
金
額
を
い
う
。）と
の
合
計
額

（
第
六
十
八
条
の
四
十
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
償
却
不
足
額
又
は

同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
合
併
等
特
別
償
却
不
足
額
に
相
当
す
る
金
額
を
加
算
し
た
金
額
）
と
す
る
。

２

連
結
親
法
人
又
は
当
該
連
結
親
法
人
に
よ
る
連
結
完
全
支
配
関
係
に
あ
る
連
結
子
法
人
が
、
適
格
合
併
、
適
格

分
割
、
適
格
現
物
出
資
又
は
適
格
現
物
分
配
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
適
格
合
併
等
」
と
い
う
。）に
よ
り
前
項

の
規
定
（
当
該
適
格
合
併
等
に
係
る
被
合
併
法
人
、
分
割
法
人
、
現
物
出
資
法
人
又
は
現
物
分
配
法
人
の
当
該
適

格
合
併
等
の
日
（
適
格
合
併
に
あ
つ
て
は
当
該
適
格
合
併
の
日
の
前
日
と
し
、
残
余
財
産
の
全
部
の
分
配
に
該
当

す
る
適
格
現
物
分
配
に
あ
つ
て
は
当
該
適
格
現
物
分
配
に
係
る
残
余
財
産
の
確
定
の
日
と
す
る
。）を
含
む
事
業
年

度
が
連
結
事
業
年
度
に
該
当
し
な
い
場
合
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
連
結
法
人
以
外
の
法
人
等
か
ら
引
継
ぎ
を

受
け
た
場
合
」
と
い
う
。）に
は
、
第
四
十
七
条
第
一
項
の
規
定
）
の
適
用
を
受
け
て
い
る
企
業
主
導
型
保
育
施
設

用
資
産
（
連
結
法
人
以
外
の
法
人
等
か
ら
引
継
ぎ
を
受
け
た
場
合
に
は
、
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
企
業
主
導
型

保
育
施
設
用
資
産
）
の
移
転
を
受
け
、
こ
れ
を
当
該
連
結
親
法
人
又
は
そ
の
連
結
子
法
人
の
保
育
事
業
の
用
に
供

し
た
場
合
に
は
、
当
該
移
転
を
受
け
た
連
結
親
法
人
又
は
そ
の
連
結
子
法
人
が
前
項
の
供
用
日
に
当
該
企
業
主
導

型
保
育
施
設
用
資
産
を
取
得
し
、
又
は
製
作
し
、
若
し
く
は
建
設
し
て
、
こ
れ
を
当
該
供
用
日
に
当
該
連
結
親
法

人
又
は
そ
の
連
結
子
法
人
の
保
育
事
業
の
用
に
供
し
た
も
の
と
み
な
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る
そ
の
用
に
供
し
て
い
る
期
間
は
、
当
該
移
転
の
日
か
ら
供
用
期
間
（
連
結
法
人

以
外
の
法
人
等
か
ら
引
継
ぎ
を
受
け
た
場
合
に
は
、
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
供
用
期
間
）
の
末
日
ま
で
の
期
間

内
で
当
該
連
結
親
法
人
又
は
そ
の
連
結
子
法
人
自
ら
が
そ
の
用
に
供
し
て
い
る
期
間
（
当
該
企
業
主
導
型
保
育
施

設
用
資
産
に
係
る
事
業
所
内
保
育
施
設
に
つ
き
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
五
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
助
成
を
行
う
事
業
に
係
る
助
成
金
で
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
の
交
付
を
受
け
る
期
間
に
限
る
。）と
す
る
。

３

第
六
十
八
条
の
十
六
第
二
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、政
令
で
定
め
る
。

第
六
十
八
条
の
三
十
六
第
一
項
中
「
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改

め
る
。

第
六
十
八
条
の
四
十
第
一
項
中
「
第
六
十
八
条
の
十
五
の
五
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
六
十
八
条
の
十
五
の
七
第

一
項
」
を
加
え
る
。
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